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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 食 品 が 受 け ト レ イ に 落 下 す る 間 に 、 前 記 食 品 に 対 し て 添 加 物 を 混 和 す る 混 和 装 置 で あ っ  
て 、
　 落 下 す る 前 記 食 品 を 収 容 す る と と も に 、 回 転 す る こ と に よ っ て 前 記 食 品 が 落 下 す る ホ ッ  
パ ー と 、
前 記 食 品 の 落 下 方 向 に 連 続 す る ２ つ 以 上 の 前 記 ホ ッ パ ー 内 の 前 記 食 品 に 対 し て 同 一 の 前 記  
添 加 物 を そ れ ぞ れ 供 給 す る ２ つ 以 上 の 供 給 装 置 と 、 を 有 す る 、 混 和 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ホ ッ パ ー は 、 前 記 落 下 方 向 に 直 交 す る 幅 方 向 に 沿 っ て 複 数 設 け ら れ 、
　 前 記 幅 方 向 に 沿 う 複 数 の 前 記 ホ ッ パ ー は 、 前 記 幅 方 向 に 延 在 す る シ ャ フ ト に 回 転 自 在 に  
取 り 付 け ら れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 混 和 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ホ ッ パ ー は 、 前 記 落 下 方 向 に 直 交 す る 幅 方 向 に 沿 っ て 複 数 設 け ら れ 、
　 前 記 ホ ッ パ ー を 回 転 自 在 に 軸 支 す る ピ ニ オ ン と 、
　 前 記 ピ ニ オ ン を 回 転 さ せ る ラ ッ ク と 、 を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 混 和 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 供 給 装 置 は 、 前 記 食 品 が 前 記 ホ ッ パ ー に 向 け て 落 下 中 に 、 前 記 食 品 に 対 し て 前 記 添  
加 物 を 供 給 す る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 混 和 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】

請求項の数　5　（全13頁）
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　 前 記 供 給 装 置 は 、
　 前 記 添 加 物 が 貯 留 さ れ た メ イ ン タ ン ク と 、
　 前 記 メ イ ン タ ン ク に 連 結 さ れ た 第 １ タ ン ク と 、
　 前 記 メ イ ン タ ン ク に 連 結 さ れ た 第 ２ タ ン ク と 、
　 前 記 第 １ タ ン ク ま た は 前 記 第 ２ タ ン ク か ら 前 記 添 加 物 が 供 給 さ れ て 前 記 食 品 に 対 し て 前  
記 添 加 物 を 噴 霧 す る 噴 霧 装 置 と 、
　 前 記 メ イ ン タ ン ク に 貯 留 さ れ た 前 記 添 加 物 の 前 記 第 １ タ ン ク へ の 供 給 の オ ン ／ オ フ を 切  
り 替 え る 第 １ 切 り 替 え 弁 と 、
　 前 記 メ イ ン タ ン ク に 貯 留 さ れ た 前 記 添 加 物 の 前 記 第 ２ タ ン ク へ の 供 給 の オ ン ／ オ フ を 切  
り 替 え る 第 ２ 切 り 替 え 弁 と 、
　 前 記 第 １ タ ン ク に 貯 留 さ れ た 前 記 添 加 物 の 前 記 噴 霧 装 置 へ の 供 給 の オ ン ／ オ フ を 切 り 替  
え る 第 ３ 切 り 替 え 弁 と 、
　 前 記 第 ２ タ ン ク に 貯 留 さ れ た 前 記 添 加 物 の 前 記 噴 霧 装 置 へ の 供 給 の オ ン ／ オ フ を 切 り 替  
え る 第 ４ 切 り 替 え 弁 と 、
　 前 記 第 １ タ ン ク ま た は 前 記 第 ２ タ ン ク に 対 し て 圧 力 を 付 与 し て 、 前 記 第 １ タ ン ク ま た は  
前 記 第 ２ タ ン ク か ら 前 記 噴 霧 装 置 に 対 し て 前 記 添 加 物 を 圧 送 す る 加 圧 部 と 、
　 を 有 す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 混 和 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 混 和 装 置 に 関 し 、 特 に 食 品 に 対 し て 添 加 物 を 混 和 す る 混 和 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 食 品 の 一 例 と し て ス ー パ ー 等 で 販 売 さ れ る 焼 き そ ば は 、 最 初 に 麺 が 茹 で ら れ 、 茹 で ら れ  
た 麺 に 対 し て ソ ー ス な ど の 添 加 物 が か ら め ら れ て 、 製 造 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 製 造 工 程 に お い て 、 茹 で ら れ た 麺 に 対 し て 添 加 物 を か ら め る 工 程 は 、 例 え ば 特 許 文  
献 １ に 示 す よ う な 大 型 の 調 理 釡 を 用 い て 行 わ れ る 。 具 体 的 に は 、 茹 で ら れ て 冷 却 さ れ た 麺  
は 、 ま と め て 調 理 釡 に 投 入 さ れ 、 添 加 物 が さ ら に 投 入 さ れ て 、 添 加 物 が 麺 に か ら め ら れ る  
。 そ の 後 、 作 業 者 が 、 所 望 の 量 と な る よ う に 手 作 業 で 麺 を 受 け ト レ イ に 投 入 し て 、 所 望 の  
重 さ だ け 投 入 さ れ て い る か を 確 認 す る た め に 計 量 が 行 わ れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － ２ ７ ５ ４ ０ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 し た 作 業 者 が 手 作 業 で 受 け ト レ イ に 投 入 す る 場 合 、 作 業 者 が 手 作 業 で 行 う た め 、 作  
業 に 手 間 や 時 間 が か か る 。 さ ら に 、 手 作 業 で 受 け ト レ イ に 投 入 し た 後 、 計 量 を 行 う 必 要 が  
あ り 、 生 産 性 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 発 明 さ れ た も の で あ り 、 添 加 物 が か ら め ら れ た 食  
品 を 効 率 的 に 受 け ト レ イ に 投 入 す る こ と が で き る と と も に 、 食 品 が 受 け ト レ イ に 投 入 さ れ  
た 後 、 再 度 計 量 を 行 う 必 要 が な い 混 和 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る 混 和 装 置 は 、 食 品 が 受 け ト レ イ に 落 下 す る 間 に 、 前 記 食 品 に 対 し て  
添 加 物 を 混 和 す る 混 和 装 置 で あ る 。 混 和 装 置 は 、 落 下 す る 前 記 食 品 を 収 容 す る と と も に 、  
回 転 す る こ と に よ っ て 前 記 食 品 が 落 下 す る ホ ッ パ ー と 、 前 記 食 品 の 落 下 方 向 に 連 続 す る ２  
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つ 以 上 の 前 記 ホ ッ パ ー 内 の 前 記 食 品 に 対 し て 同 一 の 前 記 添 加 物 を そ れ ぞ れ 供 給 す る ２ つ 以  
上 の 供 給 装 置 と 、 を 有 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 混 和 装 置 に よ れ ば 、 ホ ッ パ ー 内 の 食 品 に 対 し て 添 加 物 が 自 動 的 に  
供 給 さ れ 、 ホ ッ パ ー が 回 転 す る こ と に よ っ て 食 品 が 落 下 す る 。 こ の た め 、 添 加 物 が か ら め  
ら れ た 食 品 を 効 率 的 に 受 け ト レ イ に 投 入 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 予 め 重 さ が 測 定 さ れ  
た 所 望 の 量 の 食 品 に 対 し て ホ ッ パ ー に お い て 、 添 加 物 が か ら め ら れ 、 添 加 物 が か ら め ら れ  
た 後 に 、 受 け ト レ イ に 落 下 す る た め 、 所 望 の 量 の 食 品 が そ の ま ま 受 け ト レ イ に 配 置 さ れ る  
。 こ の た め 、 食 品 が 受 け ト レ イ に 投 入 さ れ た 後 、 計 量 を 行 う 必 要 が な い 。 以 上 か ら 添 加 物  
が か ら め ら れ た 食 品 を 効 率 的 に 受 け ト レ イ に 投 入 す る こ と が で き る と と も に 、 食 品 が 受 け  
ト レ イ に 投 入 さ れ た 後 、 計 量 を 行 う 必 要 の な い 混 和 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 麺 類 調 理 装 置 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 麺 類 調 理 装 置 の 混 和 装 置 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ホ ッ パ ー が 回 転 し て 、 麺 が 落 下 す る 様 子 を 図 ２ の 左 側 か ら 視 た 様 子 を 示 す 概 略 図  
で あ る 。
【 図 ４ 】 混 和 装 置 の １ 列 目 お よ び ３ 列 目 の ホ ッ パ ー 群 が 回 転 し て 、 ２ 列 目 お よ び ４ 列 目 の  
ホ ッ パ ー 群 に 麺 が 投 入 さ れ た 様 子 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 混 和 装 置 の ２ 列 目 お よ び ４ 列 目 の ホ ッ パ ー 群 が 回 転 し て 、 １ 列 目 お よ び ３ 列 目 の  
ホ ッ パ ー 群 に 麺 が 投 入 さ れ た 様 子 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 供 給 装 置 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 変 形 例 １ に 係 る 混 和 装 置 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 を 、 図 １ ～ 図 ６ を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 な お 、 図 面 の 説 明 に お い て 同  
一 の 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 重 複 す る 説 明 を 省 略 す る 。 図 面 の 寸 法 比 率 は 、 説 明 の 都  
合 上 誇 張 さ れ て お り 、 実 際 の 比 率 と は 異 な る 場 合 が あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 食 品 の 一 例 と  
し て 、 焼 き そ ば の 麺 を 例 に 挙 げ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 麺 類 調 理 装 置 １ を 示 す 概 略 図 で あ る 。 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に  
係 る 麺 類 調 理 装 置 １ の 混 和 装 置 ８ を 示 す 概 略 図 で あ る 。 図 ３ は 、 ホ ッ パ ー ３ ０ が 回 転 し て  
、 麺 が 落 下 す る 様 子 を 図 ２ の 左 側 か ら 視 た 様 子 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 図 ４ は 、 混 和 装 置 ８  
の １ 列 目 お よ び ３ 列 目 の ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ａ 、 ３ ０ Ｃ が 回 転 し て 、 ２ 列 目 お よ び ４ 列 目 の ホ  
ッ パ ー 群 ３ ０ Ｂ 、 ３ ０ Ｄ に 麺 が 投 入 さ れ た 様 子 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 図 ５ は 、 混 和 装 置 ８  
の ２ 列 目 お よ び ４ 列 目 の ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ｂ 、 ３ ０ Ｄ が 回 転 し て 、 １ 列 目 お よ び ３ 列 目 の ホ  
ッ パ ー 群 ３ ０ Ａ 、 ３ ０ Ｃ に 麺 が 投 入 さ れ た 様 子 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 図 ６ は 、 供 給 装 置 ６  
０ を 示 す 概 略 図 で あ る 。 ま ず 、 図 １ を 参 照 し て 、 麺 類 調 理 装 置 １ の 概 略 構 成 に つ い て 説 明  
す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 麺 類 調 理 装 置 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 水 お よ び 粉 を ミ キ シ ン グ す る ミ キ シ ン グ 装 置 ２  
と 、 水 お よ び 粉 の 混 合 物 を 延 ば し て 麺 帯 を 形 成 す る 伸 延 装 置 ３ と 、 所 定 の 温 湿 度 で 麺 帯 を  
熟 成 さ せ る 熟 成 装 置 ４ と 、 所 望 の 重 さ と な る よ う に 麺 帯 を 切 断 す る 切 断 装 置 ５ と 、 切 断 装  
置 ５ に お い て 切 断 さ れ た 麺 を ボ イ ル す る ボ イ ル 装 置 ６ と 、 ボ イ ル し た 麺 を 冷 水 で 締 め る 冷  
却 槽 ７ と 、 麺 に 対 し て ソ ー ス （ 添 加 物 ） を 混 和 す る 混 和 装 置 ８ と 、 ソ ー ス が 混 和 さ れ た 麺  
を 受 け る 受 け ト レ イ ９ と 、 受 け ト レ イ ９ に 投 入 さ れ た 麺 を 冷 凍 す る 冷 凍 装 置 １ ０ と 、 を 有  
す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 切 断 装 置 ５ に お い て 切 断 さ れ た 麺 は 複 数 本 集 ま っ て 束 と な っ た 状 態 （  
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以 下 、 麺 の 束 と 称 す る 場 合 が あ る ） で 、 図 １ の 左 右 方 向 （ 落 下 方 向 に 直 交 す る 幅 方 向 ） に  
６ セ ッ ト と な る よ う に 区 分 け さ れ る 。 切 断 装 置 ５ に お い て 所 望 の 量 と な る よ う に 切 断 さ れ  
た ６ セ ッ ト の 麺 の 束 は 、 ボ イ ル 装 置 ６ 、 冷 却 槽 ７ 、 お よ び 混 和 装 置 ８ に お い て そ れ ぞ れ 区  
分 け さ れ た 状 態 で 経 由 し て 、 受 け ト レ イ ９ に 投 入 さ れ る 。 以 下 、 図 ２ ～ 図 ６ を 参 照 し て 、  
混 和 装 置 ８ の 構 成 に つ い て 詳 述 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 混 和 装 置 ８ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 箱 体 ２ ０ と 、 箱 体 ２ ０ の 内 部 に 設 け ら れ る ホ ッ パ ー  
３ ０ と 、 ホ ッ パ ー ３ ０ を 回 転 自 在 に 軸 支 す る シ ャ フ ト ４ ０ と 、 シ ャ フ ト ４ ０ を 回 転 さ せ る  
ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ と 、 ホ ッ パ ー ３ ０ 内 の 麺 に 対 し て ソ ー ス を 供 給 す る 供 給 装 置 ６ ０ と 、  
ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ お よ び 供 給 装 置 ６ ０ の 駆 動 を 制 御 す る 制 御 部 ７ ０ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 箱 体 ２ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 内 部 に 、 ホ ッ パ ー ３ ０ お よ び 供 給 装 置 ６ ０ の 噴 霧 部 ６  
４ ｅ 、 ６ ４ ｆ 、 ６ ４ ｇ 、 ６ ４ ｈ を 備 え る 。 ま た 、 箱 体 ２ ０ の 左 壁 ２ ０ ａ に は 、 ア ク チ ュ エ  
ー タ ５ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ホ ッ パ ー ３ ０ は 、 初 期 状 態 に お い て 上 部 が 開 口 し て お り 、 上 方 か ら 落 下 し て く る 麺 を 収  
容 す る 。 ホ ッ パ ー ３ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 後 述 の シ ャ フ ト ４ ０ の 軸 回 り に 回 転 自 在 に  
設 け ら れ て い る 。 ホ ッ パ ー ３ ０ が 回 転 す る こ と に よ っ て 、 麺 Ｎ が 下 方 に 落 下 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ホ ッ パ ー ３ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 幅 方 向 （ 図 ２ の 左 右 方 向 ） に ６ つ 設 け ら れ る と と  
も に 、 落 下 方 向 （ 図 ２ の 上 下 方 向 ） に ４ 列 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に お い  
て 、 ホ ッ パ ー ３ ０ は 、 ２ ４ 個 設 け ら れ て い る 。 以 下 、 上 か ら １ 列 目 に 設 け ら れ る ６ 個 の ホ  
ッ パ ー ３ ０ を 第 １ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ａ 、 上 か ら ２ 列 目 に 設 け ら れ る ６ 個 の ホ ッ パ ー ３ ０ を 第  
２ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ｂ 、 上 か ら ３ 列 目 に 設 け ら れ る ６ 個 の ホ ッ パ ー ３ ０ を 第 ３ ホ ッ パ ー 群 ３  
０ Ｃ 、 上 か ら ４ 列 目 に 設 け ら れ る ６ 個 の ホ ッ パ ー ３ ０ を 第 ４ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ｄ と 称 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 シ ャ フ ト ４ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 上 か ら 順 に 、 第 １ シ ャ フ ト ４ １ と 、 第 ２ シ ャ フ ト  
４ ２ と 、 第 ３ シ ャ フ ト ４ ３ と 、 第 ４ シ ャ フ ト ４ ４ と 、 を 有 す る 。 第 １ シ ャ フ ト ４ １ ～ 第 ４  
シ ャ フ ト ４ ４ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 幅 方 向 （ 図 ２ の 左 右 方 向 ） に 延 在 し て 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ シ ャ フ ト ４ １ は 、 第 １ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ａ を 、 回 転 自 在 に 軸 支 す る 。 第 ２ シ ャ フ ト ４  
２ は 、 第 ２ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ｂ を 、 回 転 自 在 に 軸 支 す る 。 第 ３ シ ャ フ ト ４ ３ は 、 第 ３ ホ ッ パ  
ー 群 ３ ０ Ｃ を 、 回 転 自 在 に 軸 支 す る 。 第 ４ シ ャ フ ト ４ ４ は 、 第 ４ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ｄ を 、 回  
転 自 在 に 軸 支 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 上 か ら 順 に 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー タ ５ １ と 、  
第 ２ ア ク チ ュ エ ー タ ５ ２ と 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー タ ５ ３ と 、 第 ４ ア ク チ ュ エ ー タ ５ ４ と 、 を  
有 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ ア ク チ ュ エ ー タ ５ １ は 、 第 １ シ ャ フ ト ４ １ に 連 結 さ れ て お り 、 第 １ シ ャ フ ト ４ １ を  
軸 回 り に 回 転 さ せ る 。 第 ２ ア ク チ ュ エ ー タ ５ ２ は 、 第 ２ シ ャ フ ト ４ ２ に 連 結 さ れ て お り 、  
第 ２ シ ャ フ ト ４ ２ を 軸 回 り に 回 転 さ せ る 。 第 ３ ア ク チ ュ エ ー タ ５ ３ は 、 第 ３ シ ャ フ ト ４ ３  
に 連 結 さ れ て お り 、 第 ３ シ ャ フ ト ４ ３ を 軸 周 り に 回 転 さ せ る 。 第 ４ ア ク チ ュ エ ー タ ５ ４ は  
、 第 ４ シ ャ フ ト ４ ４ に 連 結 さ れ て お り 、 第 ４ シ ャ フ ト ４ ４ を 軸 周 り に 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ が 、 シ ャ フ ト ４ ０ を 回 転 さ せ る 角 度 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 １ ６  
０ ° ～ １ ８ ０ ° で あ る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ア ク チ ュ エ ー タ  
５ ０ が シ ャ フ ト ４ ０ を 回 転 さ せ る 方 向 は 、 図 ２ の 左 側 か ら 視 て 、 時 計 回 り で あ る 。 な お 、  
こ れ に 限 定 さ れ ず 、 ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ が シ ャ フ ト ４ ０ を 回 転 さ せ る 方 向 は 、 図 ２ の 左 側  
か ら 視 て 、 反 時 計 回 り で あ っ て も よ い 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ ア ク チ ュ エ ー タ ５ １ お よ び 第 ３ ア ク チ ュ エ ー タ ５ ３ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ シ  
ャ フ ト ４ １ お よ び 第 ３ シ ャ フ ト ４ ３ を 同 一 の タ イ ミ ン グ で 回 転 さ せ る よ う に 、 制 御 部 ７ ０  
に よ っ て 制 御 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ ア ク チ ュ エ ー タ ５ ２ お よ び 第 ４ ア ク チ ュ エ ー タ ５ ４  
は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 ２ シ ャ フ ト ４ ２ お よ び 第 ４ シ ャ フ ト ４ ４ を 同 一 の タ イ ミ ン グ で  
回 転 さ せ る よ う に 、 制 御 部 ７ ０ に よ っ て 制 御 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 供 給 装 置 ６ ０ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 メ イ ン タ ン ク ６ １ と 、 第 １ タ ン ク ６ ２ と 、 第 ２ タ  
ン ク ６ ３ と 、 噴 霧 装 置 ６ ４ と 、 第 １ 切 り 替 え 弁 ６ ５ と 、 第 ２ 切 り 替 え 弁 ６ ６ と 、 第 ３ 切 り  
替 え 弁 ６ ７ と 、 第 ４ 切 り 替 え 弁 ６ ８ と 、 加 圧 部 ６ ９ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 メ イ ン タ ン ク ６ １ に は ソ ー ス が 貯 蔵 さ れ て い る 。 メ イ ン タ ン ク ６ １ 内 の ソ ー ス は 、 攪 拌  
棒 ６ １ Ａ に よ っ て 攪 拌 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 メ イ ン タ ン ク ６ １ に は ド レ イ ン 用 の 配 管 ６  
１ Ｂ が 連 結 さ れ て お り 、 不 要 と な っ た ソ ー ス は 、 ド レ イ ン 用 の 配 管 ６ １ Ｂ を 介 し て 、 外 部  
に 廃 棄 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ タ ン ク ６ ２ お よ び 第 ２ タ ン ク ６ ３ は 、 メ イ ン タ ン ク ６ １ に 連 結 さ れ て い る 。 メ イ ン  
タ ン ク ６ １ お よ び 第 １ タ ン ク ６ ２ の 間 に は 、 第 １ 配 管 Ｐ １ お よ び 第 ２ 配 管 Ｐ ２ が 配 置 さ れ  
て い る 。 メ イ ン タ ン ク ６ １ お よ び 第 ２ タ ン ク ６ ３ の 間 に は 、 第 １ 配 管 Ｐ １ お よ び 第 ３ 配 管  
Ｐ ３ が 配 置 さ れ て い る 。 第 １ 配 管 Ｐ １ は 、 分 岐 部 Ｊ １ に お い て 、 第 ２ 配 管 Ｐ ２ お よ び 第 ３  
配 管 Ｐ ３ に 分 岐 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 １ 配 管 Ｐ １ に は 、 メ イ ン タ ン ク ６ １ か ら の ソ ー ス の 流 出 の オ ン ／ オ フ を 切 り 替 え る 切  
り 替 え 弁 Ｖ １ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 第 １ 配 管 Ｐ １ に は 、 メ イ ン タ ン ク ６ １ か ら 、 第 １  
タ ン ク ６ ２ ま た は 第 ２ タ ン ク ６ ３ に ソ ー ス を 送 液 す る ポ ン プ Ｐ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ 切 り 替 え 弁 ６ ５ は 、 第 ２ 配 管 Ｐ ２ 上 に 配 置 さ れ て い る 。 第 １ 切 り 替 え 弁 ６ ５ は 、 メ  
イ ン タ ン ク ６ １ に 貯 留 さ れ た ソ ー ス の 第 １ タ ン ク ６ ２ へ の 供 給 の オ ン ／ オ フ を 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 ２ 切 り 替 え 弁 ６ ６ は 、 第 ３ 配 管 Ｐ ３ 上 に 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ 切 り 替 え 弁 ６ ６ は 、 メ  
イ ン タ ン ク ６ １ に 貯 留 さ れ た ソ ー ス の 第 ２ タ ン ク ６ ３ へ の 供 給 の オ ン ／ オ フ を 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 噴 霧 装 置 ６ ４ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 １ 噴 霧 装 置 ６ ４ ａ 、 第 ２ 噴 霧 装 置 ６ ４ ｂ 、 第 ３  
噴 霧 装 置 ６ ４ ｃ 、 お よ び 第 ４ 噴 霧 装 置 ６ ４ ｄ を 有 す る 。 噴 霧 装 置 ６ ４ は 、 麺 が ホ ッ パ ー ３  
０ に 向 け て 落 下 中 に 、 麺 に 対 し て ソ ー ス を 供 給 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 １ 噴 霧 装 置 ６ ４ ａ は 、 第 １ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ａ に 収 容 さ れ る 麺 に 対 し て ソ ー ス を 噴 霧 す  
る （ 図 ２ 参 照 ） 。 第 １ 噴 霧 装 置 ６ ４ ａ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ６ つ の 噴 霧 部 ６ ４ ｅ を 有 す  
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 ２ 噴 霧 装 置 ６ ４ ｂ は 、 第 ２ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ｂ に 収 容 さ れ る 麺 に 対 し て ソ ー ス を 噴 霧 す  
る （ 図 ２ 参 照 ） 。 第 ２ 噴 霧 装 置 ６ ４ ｂ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ６ つ の 噴 霧 部 ６ ４ ｆ を 有 す  
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 ３ 噴 霧 装 置 ６ ４ ｃ は 、 第 ３ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ｃ に 収 容 さ れ る 麺 に 対 し て ソ ー ス を 噴 霧 す  
る （ 図 ２ 参 照 ） 。 第 ３ 噴 霧 装 置 ６ ４ ｃ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ６ つ の 噴 霧 部 ６ ４ ｇ を 有 す  
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 ４ 噴 霧 装 置 ６ ４ ｄ は 、 第 ４ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ｄ に 収 容 さ れ る 麺 に 対 し て ソ ー ス を 噴 霧 す  
る （ 図 ２ 参 照 ） 。 第 ４ 噴 霧 装 置 ６ ４ ｄ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ６ つ の 噴 霧 部 ６ ４ ｈ を 有 す  
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る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 噴 霧 装 置 ６ ４ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 １ タ ン ク ６ ２ お よ び 第 ２ タ ン ク ６ ３ に 連 結 さ れ  
て い る 。 噴 霧 装 置 ６ ４ お よ び 第 １ タ ン ク ６ ２ の 間 に は 、 第 ４ 配 管 Ｐ ４ お よ び 第 ６ 配 管 Ｐ ６  
が 配 置 さ れ て い る 。 噴 霧 装 置 ６ ４ お よ び 第 ２ タ ン ク ６ ３ の 間 に は 、 第 ５ 配 管 Ｐ ５ お よ び 第  
６ 配 管 Ｐ ６ が 配 置 さ れ て い る 。 第 ４ 配 管 Ｐ ４ お よ び 第 ５ 配 管 Ｐ ５ は 、 合 流 部 Ｊ ２ に お い て  
、 第 ６ 配 管 Ｐ ６ に 合 流 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 ６ 配 管 Ｐ ６ は 、 第 １ 噴 霧 装 置 ６ ４ ａ 、 第 ２ 噴 霧 装 置 ６ ４ ｂ 、 第 ３ 噴 霧 装 置 ６ ４ ｃ 、 お  
よ び 第 ４ 噴 霧 装 置 ６ ４ ｄ に 対 し て そ れ ぞ れ 連 結 す る よ う に 、 ４ つ に 分 岐 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 ３ 切 り 替 え 弁 ６ ７ は 、 第 ４ 配 管 Ｐ ４ 上 に 配 置 さ れ て い る 。 第 ３ 切 り 替 え 弁 ６ ７ は 、 第  
１ タ ン ク ６ ２ に 貯 留 さ れ た ソ ー ス の 噴 霧 装 置 ６ ４ へ の 供 給 の オ ン ／ オ フ を 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 ４ 切 り 替 え 弁 ６ ８ は 、 第 ５ 配 管 Ｐ ５ 上 に 配 置 さ れ て い る 。 第 ４ 切 り 替 え 弁 ６ ８ は 、 第  
２ タ ン ク ６ ３ に 貯 留 さ れ た ソ ー ス の 噴 霧 装 置 ６ ４ へ の 供 給 の オ ン ／ オ フ を 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 加 圧 部 ６ ９ は 、 第 １ タ ン ク ６ ２ に 対 し て 圧 力 を 付 与 す る 第 １ 加 圧 部 ６ ９ Ａ と 、 第 ２ タ ン  
ク ６ ３ に 対 し て 圧 力 を 付 与 す る 第 ２ 加 圧 部 ６ ９ Ｂ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 １ 加 圧 部 ６ ９ Ａ は 、 第 １ タ ン ク ６ ２ の 内 部 の 圧 力 を 上 昇 さ せ て 、 第 １ タ ン ク ６ ２ 内 の  
ソ ー ス を 噴 霧 装 置 ６ ４ に 対 し て 圧 送 す る 。 第 １ 加 圧 部 ６ ９ Ａ は 、 例 え ば ポ ン プ で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 ２ 加 圧 部 ６ ９ Ｂ は 、 第 ２ タ ン ク ６ ３ の 内 部 の 圧 力 を 上 昇 さ せ て 、 第 ２ タ ン ク ６ ３ 内 の  
ソ ー ス を 噴 霧 装 置 ６ ４ に 対 し て 圧 送 す る 。 第 ２ 加 圧 部 ６ ９ Ｂ は 、 例 え ば ポ ン プ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 下 、 供 給 装 置 ６ ０ の 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま ず 、 メ イ ン タ ン ク ６ １ 、 第 １ タ ン ク ６ ２ 、 お よ び 第 ２ タ ン ク ６ ３ 内 に ソ ー ス を 充 填 す  
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 、 第 １ 加 圧 部 ６ ９ Ａ に よ っ て 第 １ タ ン ク ６ ２ の 内 部 の 圧 力 を 上 昇 さ せ て 、 第 １ タ ン  
ク ６ ２ 内 の ソ ー ス を 噴 霧 装 置 ６ ４ に 対 し て 圧 送 す る 。 こ の と き 、 第 １ 切 り 替 え 弁 ６ ５ 、 第  
２ 切 り 替 え 弁 ６ ６ 、 お よ び 第 ４ 切 り 替 え 弁 ６ ８ は ソ ー ス の 移 動 を 防 止 す る よ う に 閉 じ て お  
く 。 一 方 、 第 ３ 切 り 替 え 弁 ６ ７ は 、 ソ ー ス が 移 動 す る よ う に 開 い て お く 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 そ し て 、 第 １ タ ン ク ６ ２ 内 の ソ ー ス が 枯 渇 す る と 、 第 ２ 加 圧 部 ６ ９ Ｂ に よ っ て 第 ２ タ ン  
ク ６ ３ の 内 部 の 圧 力 を 上 昇 さ せ て 、 第 ２ タ ン ク ６ ３ 内 の ソ ー ス を 噴 霧 装 置 ６ ４ に 対 し て 圧  
送 す る 。 こ の と き 、 第 ２ 切 り 替 え 弁 ６ ６ お よ び 第 ３ 切 り 替 え 弁 ６ ７ は 、 ソ ー ス の 移 動 を 防  
止 す る よ う に 閉 じ て お く 。 一 方 、 第 ４ 切 り 替 え 弁 ６ ８ は 、 ソ ー ス が 移 動 す る よ う に 開 い て  
お く 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 第 １ 加 圧 部 ６ ９ Ａ の 加 圧 を 停 止 し て 、 第 １ タ ン ク ６ ２ 内 を 大 気 圧 に す る 。 そ し て  
、 ポ ン プ Ｐ に よ っ て 、 メ イ ン タ ン ク ６ １ か ら 第 １ タ ン ク ６ ２ 内 に ソ ー ス を 供 給 す る 。 こ の  
と き 、 切 り 替 え 弁 Ｖ １ お よ び 第 １ 切 り 替 え 弁 ６ ５ は 開 い て お く 。 こ れ に よ っ て 、 第 ２ タ ン  
ク ６ ３ か ら 噴 霧 装 置 ６ ４ に 対 し て ソ ー ス を 供 給 し つ つ 、 第 １ タ ン ク ６ ２ 内 に ソ ー ス を 充 填  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ し て 、 第 ２ タ ン ク ６ ３ 内 の ソ ー ス が 枯 渇 す る と 、 第 １ 加 圧 部 ６ ９ Ａ に よ っ て 第 １ タ ン  
ク ６ ２ の 内 部 の 圧 力 を 上 昇 さ せ て 、 第 １ タ ン ク ６ ２ 内 の ソ ー ス を 噴 霧 装 置 ６ ４ に 対 し て 圧  
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送 す る 。 こ の と き 、 第 １ 切 り 替 え 弁 ６ ５ お よ び 第 ４ 切 り 替 え 弁 ６ ８ は 、 ソ ー ス の 移 動 を 防  
止 す る よ う に 閉 じ て お く 。 一 方 、 第 ３ 切 り 替 え 弁 ６ ７ は 、 ソ ー ス が 移 動 す る よ う に 開 い て  
お く 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 第 ２ 加 圧 部 ６ ９ Ｂ の 加 圧 を 停 止 し て 、 第 ２ タ ン ク ６ ３ 内 を 大 気 圧 に す る 。 そ し て  
、 ポ ン プ Ｐ に よ っ て 、 メ イ ン タ ン ク ６ １ か ら 第 ２ タ ン ク ６ ３ 内 に ソ ー ス を 供 給 す る 。 こ の  
と き 、 切 り 替 え 弁 Ｖ １ お よ び 第 ２ 切 り 替 え 弁 ６ ６ は 開 い て お く 。 こ れ に よ っ て 、 第 １ タ ン  
ク ６ ２ か ら 噴 霧 装 置 ６ ４ に 対 し て ソ ー ス を 供 給 し つ つ 、 第 ２ タ ン ク ６ ３ 内 に ソ ー ス を 充 填  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 供 給 装 置 ６ ０ に よ れ ば 、 途 切 れ る こ と な く 噴 霧 装 置 ６ ４ に 対 し  
て ソ ー ス を 供 給 す る こ と が で き る た め 、 生 産 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 制 御 部 ７ ０ は 、 ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ お よ び 供 給 装 置 ６ ０ の 駆 動 を 制 御 す る 。 制 御 部 ７ ０  
は 、 例 え ば Ｃ Ｐ Ｕ で あ る 。 制 御 部 ７ ０ は 、 噴 霧 装 置 ６ ４ に 供 給 さ れ た ソ ー ス に 対 し て 所 望  
の タ イ ミ ン グ で 空 圧 を 送 っ て 、 ホ ッ パ ー ３ ０ 内 に ソ ー ス を 噴 霧 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 麺 類 調 理 装 置 １ の 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま ず 、 ミ キ シ ン グ 装 置 ２ に よ っ て 、 水 お よ び 粉 が ミ キ シ ン グ さ れ る 。 そ し て 、 伸 延 装 置  
３ に よ っ て 、 水 お よ び 粉 の 混 合 物 が 延 ば さ れ て 麺 帯 が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 熟 成 装 置 ４ に  
よ っ て 、 麺 帯 が 熟 成 さ れ る 。 そ し て 、 切 断 装 置 ５ に よ っ て 、 所 望 の 重 さ と な る よ う に 麺 帯  
が 切 断 さ れ る 。 こ の と き 、 麺 の 束 と な っ た 状 態 で 、 図 １ の 左 右 方 向 に ６ セ ッ ト と な る よ う  
に 区 分 け さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 ６ セ ッ ト の 麺 の 束 は 、 そ れ ぞ れ 個 別 に ボ イ ル 装 置 ６ に よ っ て ボ イ ル さ れ る 。 そ し  
て 、 ６ セ ッ ト の 麺 の 束 は 、 そ れ ぞ れ 個 別 に 冷 却 槽 ７ に よ っ て 冷 却 さ れ て 締 め ら れ る 。 そ し  
て 、 ６ セ ッ ト の 麺 の 束 は 、 そ れ ぞ れ 個 別 に 混 和 装 置 ８ に よ っ て ソ ー ス が か ら め ら れ る 。 そ  
し て 、 ソ ー ス が か ら め ら れ た ６ セ ッ ト の 麺 の 束 は 、 そ れ ぞ れ 個 別 に 受 け ト レ イ ９ に 落 下 し  
て 、 冷 凍 装 置 １ ０ に よ っ て 冷 凍 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 次 に 、 混 和 装 置 ８ に お け る 麺 の 動 き に つ い て 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 冷 却 槽 ７ に お い て 冷 水 で 締 め ら れ た 麺 は 、 冷 却 槽 ７ か ら 落 下 し て 、  
第 １ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ａ に 落 下 す る （ 図 ５ の 状 態 ） 。 こ の と き 、 第 １ 噴 霧 装 置 ６ ４ ａ は 、 麺  
が 第 １ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ａ に 向 け て 落 下 中 に 、 麺 に 対 し て ソ ー ス を 噴 霧 す る 。 こ の と き 、 ６  
セ ッ ト の 麺 の 束 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 個 別 に ソ ー ス が 噴 霧 さ れ る 。 ソ ー ス が 噴 霧 さ れ た 麺 は  
、 第 １ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ａ に 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 そ し て 、 第 １ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ａ が 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ シ ャ フ ト ４ １ の 軸 方 向 周 り  
に 回 転 す る こ と に よ っ て 、 第 １ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ａ に 収 容 さ れ て い る 麺 の 束 は 、 上 下 が 略 反  
転 し て 、 第 ２ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ｂ に 落 下 す る （ 図 ４ の 状 態 ） 。 こ の と き 、 第 ２ 噴 霧 装 置 ６ ４  
ｂ は 、 麺 が 第 ２ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ｂ に 向 け て 落 下 中 に 、 麺 に 対 し て ソ ー ス を 噴 霧 す る 。 こ の  
よ う に 麺 の 上 下 が 略 反 転 さ れ た 後 に 麺 に 対 し て ソ ー ス が 噴 霧 さ れ る た め 、 麺 の 束 の う ち 、  
比 較 的 ソ ー ス が 接 触 し て い な い 側 に ソ ー ス が 噴 霧 さ れ る 。 し た が っ て 、 麺 に 対 し て ソ ー ス  
を 好 適 に か ら め る こ と が で き る 。 ソ ー ス が 噴 霧 さ れ た 麺 は 、 第 ２ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ｂ に 収 容  
さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 そ し て 、 第 ２ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ｂ が 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 ２ シ ャ フ ト ４ ２ の 軸 方 向 周 り  
に 回 転 す る こ と に よ っ て 、 第 ２ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ｂ に 収 容 さ れ て い る 麺 の 束 は 、 上 下 が 略 反  
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転 し て 、 第 ３ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ｃ に 落 下 す る （ 図 ５ の 状 態 ） 。 こ の と き 、 第 ３ 噴 霧 装 置 ６ ４  
ｃ は 、 麺 が 第 ３ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ｃ に 向 け て 落 下 中 に 、 麺 に 対 し て ソ ー ス を 噴 霧 す る 。 ソ ー  
ス が 噴 霧 さ れ た 麺 は 、 第 ３ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ｃ に 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 そ し て 、 第 ３ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ｃ が 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 ３ シ ャ フ ト ４ ３ の 軸 方 向 周 り  
に 回 転 す る こ と に よ っ て 、 第 ３ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ｃ に 収 容 さ れ て い る 麺 の 束 は 、 上 下 が 略 反  
転 し て 、 第 ４ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ｄ に 落 下 す る （ 図 ４ の 状 態 ） 。 こ の と き 、 第 ４ 噴 霧 装 置 ６ ４  
ｄ は 、 麺 が 第 ４ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ｄ に 向 け て 落 下 中 に 、 麺 に 対 し て ソ ー ス を 噴 霧 す る 。 ソ ー  
ス が 噴 霧 さ れ た 麺 は 、 第 ４ ホ ッ パ ー 群 ３ ０ Ｄ に 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 混 和 装 置 ８ に よ れ ば 、 切 断 装 置 ５ に お い て 所 望 の 重 さ  
と な る よ う に 切 断 さ れ た 麺 に 対 し て ホ ッ パ ー ３ ０ に お い て 、 ソ ー ス が か ら め ら れ 、 ソ ー ス  
が か ら め ら れ た 後 に 、 受 け ト レ イ ９ に 落 下 す る た め 、 所 望 の 量 の 麺 が そ の ま ま 受 け ト レ イ  
９ に 投 入 さ れ る 。 こ れ に 対 し て 、 例 え ば 、 麺 を ま と め て 調 理 釡 に 投 入 し て 、 添 加 物 を 投 入  
し て 、 添 加 物 を 麺 に か ら め て 、 そ の 後 作 業 者 が 、 所 望 の 量 と な る よ う に 手 作 業 で 受 け ト レ  
イ に 投 入 す る 製 造 方 法 で は 、 所 望 の 重 さ だ け 投 入 さ れ て い る か を 確 認 す る た め に 計 量 を 行  
う 必 要 が あ り 、 生 産 性 が 低 下 す る 。 こ れ に 対 し て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 混 和 装 置 ８ に よ れ ば  
、 予 め 重 さ が 測 定 さ れ た 所 望 の 量 の 麺 に 対 し て ホ ッ パ ー ３ ０ に お い て 、 ソ ー ス が か ら め ら  
れ 、 ソ ー ス が か ら め ら れ た 後 に 、 受 け ト レ イ ９ に 落 下 す る た め 、 所 望 の 量 の 麺 が そ の ま ま  
受 け ト レ イ ９ に 配 置 さ れ る 。 こ の た め 、 麺 が 受 け ト レ イ ９ に 投 入 さ れ た 後 、 計 量 を 行 う 必  
要 が な く 生 産 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 混 和 装 置 ８ は 、 麺 が 受 け ト レ イ ９ に 落 下 す る 間  
に 、 麺 に 対 し て ソ ー ス を 混 和 す る 混 和 装 置 ８ で あ る 。 混 和 装 置 ８ は 、 落 下 す る 麺 を 収 容 す  
る と と も に 、 回 転 す る こ と に よ っ て 麺 が 落 下 す る ホ ッ パ ー ３ ０ と 、 ホ ッ パ ー ３ ０ 内 の 麺 に  
対 し て ソ ー ス を 供 給 す る 供 給 装 置 ６ ０ と 、 を 有 す る 。 ま た 、 ホ ッ パ ー ３ ０ は 、 麺 の 落 下 方  
向 に 沿 っ て ４ 列 設 け ら れ る 。 こ の よ う に 構 成 さ れ た 混 和 装 置 ８ に よ れ ば 、 ホ ッ パ ー ３ ０ 内  
の 麺 に 対 し て ソ ー ス が 自 動 的 に 供 給 さ れ 、 ホ ッ パ ー ３ ０ が 回 転 す る こ と に よ っ て 麺 が 落 下  
す る 。 こ の た め 、 ソ ー ス が か ら め ら れ た 麺 を 効 率 的 に 受 け ト レ イ ９ に 投 入 す る こ と が で き  
る 。 さ ら に 、 予 め 重 さ が 測 定 さ れ た 所 望 の 量 の 麺 に 対 し て ホ ッ パ ー ３ ０ に お い て 、 ソ ー ス  
が か ら め ら れ 、 ソ ー ス が か ら め ら れ た 後 に 、 受 け ト レ イ ９ に 落 下 す る た め 、 所 望 の 量 の 麺  
が そ の ま ま 受 け ト レ イ ９ に 配 置 さ れ る 。 こ の た め 、 麺 が 受 け ト レ イ ９ に 投 入 さ れ た 後 、 計  
量 を 行 う 必 要 が な い 。 以 上 か ら 、 ソ ー ス が か ら め ら れ た 麺 を 効 率 的 に 受 け ト レ イ ９ に 投 入  
す る こ と が で き る と と も に 、 麺 が 受 け ト レ イ ９ に 投 入 さ れ た 後 、 計 量 を 行 う 必 要 の な い 混  
和 装 置 ８ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 ホ ッ パ ー ３ ０ は 、 落 下 方 向 に 直 交 す る 幅 方 向 （ 図 ２ の 左 右 方 向 ） に 沿 っ て ６ つ 設  
け ら れ 、 幅 方 向 に 沿 う ６ つ の ホ ッ パ ー ３ ０ は 、 幅 方 向 に 延 在 す る シ ャ フ ト ４ ０ に 回 転 自 在  
に 取 り 付 け ら れ る 。 こ の よ う に 構 成 さ れ た 混 和 装 置 ８ に よ れ ば 、 ６ セ ッ ト の 麺 の 束 に 対 し  
て 、 同 時 に ソ ー ス を 絡 め る こ と が で き 、 生 産 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 後 述 の  
変 形 例 １ の ラ ッ ク ア ン ド ピ ニ オ ン 式 の 構 成 と 比 較 し て 、 簡 易 な 構 成 で 麺 を 下 方 に 向 け て 落  
下 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ラ ッ ク ア ン ド ピ ニ オ ン 式 の 構 成 と 比 較 し て 、 装 置 の メ ン  
テ ナ ン ス が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 供 給 装 置 ６ ０ は 、 麺 が ホ ッ パ ー ３ ０ に 向 け て 落 下 中 に 、 麺 に 対 し て ソ ー ス を 供 給  
す る 。 こ の よ う に 構 成 さ れ た 混 和 装 置 ８ に よ れ ば 、 麺 に 対 し て ソ ー ス が 噴 霧 す る 領 域 を よ  
り 大 き く す る こ と が で き 、 よ り 好 適 に 麺 に 対 し て ソ ー ス を 絡 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 供 給 装 置 ６ ０ は 、 ソ ー ス が 貯 留 さ れ た メ イ ン タ ン ク ６ １ と 、 メ イ ン タ ン ク ６ １ に  
連 結 さ れ た 第 １ タ ン ク ６ ２ と 、 メ イ ン タ ン ク ６ １ に 連 結 さ れ た 第 ２ タ ン ク ６ ３ と 、 第 １ タ  
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ン ク ６ ２ ま た は 第 ２ タ ン ク ６ ３ か ら ソ ー ス が 供 給 さ れ て 麺 に 対 し て ソ ー ス を 噴 霧 す る 噴 霧  
装 置 ６ ４ と 、 メ イ ン タ ン ク ６ １ に 貯 留 さ れ た ソ ー ス の 第 １ タ ン ク ６ ２ へ の 供 給 の オ ン ／ オ  
フ を 切 り 替 え る 第 １ 切 り 替 え 弁 ６ ５ と 、 メ イ ン タ ン ク ６ １ に 貯 留 さ れ た ソ ー ス の 第 ２ タ ン  
ク ６ ３ へ の 供 給 の オ ン ／ オ フ を 切 り 替 え る 第 ２ 切 り 替 え 弁 ６ ６ と 、 第 １ タ ン ク ６ ２ に 貯 留  
さ れ た ソ ー ス の 噴 霧 装 置 ６ ４ へ の 供 給 の オ ン ／ オ フ を 切 り 替 え る 第 ３ 切 り 替 え 弁 ６ ７ と 、  
第 ２ タ ン ク ６ ３ に 貯 留 さ れ た ソ ー ス の 噴 霧 装 置 ６ ４ へ の 供 給 の オ ン ／ オ フ を 切 り 替 え る 第  
４ 切 り 替 え 弁 ６ ８ と 、 第 １ タ ン ク ６ ２ ま た は 第 ２ タ ン ク ６ ３ に 対 し て 圧 力 を 付 与 し て 、 第  
１ タ ン ク ６ ２ ま た は 第 ２ タ ン ク ６ ３ か ら 噴 霧 装 置 ６ ４ に 対 し て ソ ー ス を 圧 送 す る 加 圧 部 ６  
９ と 、 を 有 す る 。 こ の よ う に 構 成 さ れ た 混 和 装 置 ８ に よ れ ば 、 例 え ば 、 第 １ タ ン ク ６ ２ の  
ソ ー ス が 切 れ た と き に 、 第 ２ タ ン ク ６ ３ に 切 り 替 え て 、 第 ２ タ ン ク ６ ３ か ら 噴 霧 装 置 ６ ４  
に ソ ー ス を 圧 送 す る こ と が で き る 。 逆 に 、 第 ２ タ ン ク ６ ３ の ソ ー ス が 切 れ た と き に 、 第 １  
タ ン ク ６ ２ に 切 り 替 え て 、 第 １ タ ン ク ６ ２ か ら 噴 霧 装 置 ６ ４ に ソ ー ス を 圧 送 す る こ と が で  
き る 。 し た が っ て 、 噴 霧 装 置 ６ ４ に 対 し て ソ ー ス を 途 切 れ る こ と な く 供 給 す る こ と が で き  
る た め 、 生 産 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ＜ 変 形 例 １ ＞
　 次 に 、 図 ７ を 参 照 し て 、 変 形 例 １ に 係 る 混 和 装 置 １ ０ ８ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７  
は 、 変 形 例 １ に 係 る 混 和 装 置 １ ０ ８ を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 変 形 例 １ に 係 る 混 和 装 置 １ ０ ８ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 箱 体 ２ ０ と 、 ホ ッ パ ー ３ ０ と 、  
ホ ッ パ ー ３ ０ を 回 転 自 在 に 軸 支 す る ピ ニ オ ン ８ ０ と 、 ピ ニ オ ン ８ ０ を 回 転 さ せ る ラ ッ ク １  
４ ０ と 、 ラ ッ ク １ ４ ０ を 図 ７ の 左 右 方 向 に 移 動 さ せ る ア ク チ ュ エ ー タ ５ ０ と 、 供 給 装 置 ６  
０ と 、 制 御 部 ７ ０ と 、 を 有 す る 。 箱 体 ２ ０ 、 ホ ッ パ ー ３ ０ 、 供 給 装 置 ６ ０ 、 お よ び 制 御 部  
７ ０ の 構 成 は 上 述 し た 実 施 形 態 と 同 一 の 構 成 で あ る た め 、 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 変 形 例 １ に 係 る 混 和 装 置 １ ０ ８ に お い て 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ ０ に よ っ て 、 ラ ッ ク １ ４  
０ を 図 ７ の 左 右 方 向 に 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 ピ ニ オ ン ８ ０ が 回 転 す る 。 そ し て こ の ピ  
ニ オ ン ８ ０ の 時 計 回 り の 回 転 に 伴 っ て 、 ホ ッ パ ー ３ ０ が 図 ７ の 時 計 回 り に 回 転 し て 、 ホ ッ  
パ ー ３ ０ 内 の 麺 が 下 方 に 落 下 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 混 和 装 置 １ ０ ８ に よ れ ば 、 麺 に ソ ー ス を か ら め つ つ 、 麺 を 下 方 に  
落 下 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 変 形 例 １ に 係 る 混 和 装 置 １ ０ ８ に よ れ ば 、 ６ セ ッ ト の 麺  
の 束 に 対 し て 、 同 時 に ソ ー ス を 絡 め る こ と が で き 、 生 産 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 内 で 種 々  
改 変 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 例 え ば 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 ホ ッ パ ー ３ ０ は 、 幅 方 向 に ６ 個 、 落 下 方 向 に ４ 列 設 け  
ら れ て い た が 、 幅 方 向 に 設 け ら れ る 数 は 限 定 さ れ ず 、 ま た 落 下 方 向 に は 少 な く と も ２ 列 設  
け ら れ て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 供 給 装 置 ６ ０ は 、 麺 が ホ ッ パ ー ３ ０ に 向 け て 落 下 中 に 、  
麺 に 対 し て ソ ー ス を 供 給 し た が 、 麺 が ホ ッ パ ー ３ ０ に 着 地 し た 後 に 、 麺 に 対 し て ソ ー ス を  
噴 霧 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 麺 に 対 し て 液 状 の ソ ー ス を 供 給 し て 、 焼 き そ ば を 製 造 す  
る 工 程 に つ い て 説 明 し た が 、 麺 に 対 し て 粉 状 の ソ ー ス を 供 給 し て 、 焼 き そ ば を 製 造 し て も  
よ い 。 さ ら に 、 製 造 さ れ る 対 象 は 焼 き そ ば に 限 定 さ れ ず 、 ス パ ゲ ッ テ ィ 、 う ど ん 、 冷 麦 、  
そ う め ん 等 に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
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　 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 食 品 の 一 例 と し て 焼 き そ ば の 麺 を 例 に 挙 げ て 説 明 し た 。  
し か し な が ら 、 食 品 は 添 加 物 が 混 和 さ れ る も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 海 藻 、  
カ ッ ト 野 菜 、 と こ ろ て ん 、 米 、 納 豆 等 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 添 加 物 の 一 例 と し て ソ ー ス を 例 に 挙 げ て 説 明 し た 。 し か  
し な が ら 、 添 加 物 は 食 品 に 混 和 さ れ る も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 菜 種 油 、 コ ー  
ン 油 、 綿 実 油 、 サ フ ラ ワ ー 油 、 オ リ ー ブ 油 、 紅 花 油 、 大 豆 油 、 パ ー ム 油 等 の 植 物 油 脂 、 魚  
油 、 卵 黄 油 等 の 動 植 物 油 及 び こ れ ら の 精 製 油 、 醤 油 、 砂 糖 、 食 塩 、 食 酢 、 柑 橘 果 汁 、 ケ チ  
ャ ッ プ 等 の 各 種 調 味 料 、 牛 乳 、 脱 脂 粉 乳 、 全 脂 粉 乳 、 乳 清 蛋 白 等 の 乳 類 、 卵 黄 、 卵 白 、 全  
卵 、 な ど の 卵 類 、 香 辛 料 、 香 料 、 色 素 、 お よ び そ れ ら を 含 む も の や 混 合 物 等 で あ っ て も よ  
い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 　 １     麺 類 調 理 装 置 、
　 　 ８ 、 １ ０ ８     混 和 装 置 、
　 　 ９     受 け ト レ イ 、
　 　 ３ ０     ホ ッ パ ー 、
　 　 ４ ０     シ ャ フ ト 、
　 　 ６ ０     供 給 装 置 、
　 　 ６ １     メ イ ン タ ン ク 、
　 　 ６ ２     第 １ タ ン ク 、
　 　 ６ ３     第 ２ タ ン ク 、
　 　 ６ ４     噴 霧 装 置 、
　 　 ６ ５     第 １ 切 り 替 え 弁 、
　 　 ６ ６     第 ２ 切 り 替 え 弁 、
　 　 ６ ７     第 ３ 切 り 替 え 弁 、
　 　 ６ ８     第 ４ 切 り 替 え 弁 、
　 　 ６ ９     加 圧 部 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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